
館蔵名品展 「和の工芸のよろこび

ー春ー」 2023/4/1 2023/5/1

館蔵名品展 「和の工芸のよろこび

ー夏ー」 2023/6/1 2023/7/1

春季特別展

「生誕100年・最後の抒情画家

藤井千秋展」

藤井千秋（ふじいちあき・1923-85

年）は戦後の少女雑誌、学年誌や絵本

の表紙や挿絵を数多く描いた。少女画

は、抒情画とも呼ばれる。生誕100年

にあたる今春に作品約100点を展示

し、その功績を紹介。

2023/4/15 2023/7/9

夏季特別展

「夏休み子どもミュージアム～乗

り物大集合」

主に夏休みの小中学生を対象に、工芸

品を紹介する展覧会。今回は、「乗り

物」や「旅行」をテーマに作品を紹

介。また、県内で活躍する乗り物イラ

ストレーターの井上広大さんのイラス

ト作品40点を展示。

2023/7/15 2023/9/3

特別展

「兵庫県工芸美術作家協会 姫路

展」

県下で活躍する工芸作家「兵庫県工芸

美術作家協会」は、例年6月に神戸市

で兵庫工芸展を実施。本展はその姫路

展として陶芸、染織、ガラス、皮革、

漆芸、人形などの工芸作品約50点を

展示。

2023/9/9 2023/10/22

中播磨地区 「にょろにょろ展（仮称）」 パネル展示、生体展示
2023/7/1 2023/9/1

サボテンと多肉植物展 サボテンと多肉植物、コーデックスを

約50種150点展示。販売あり。

協力：姫路サボテンクラブ
2023/4/29 2023/5/7

盆栽展 愛好家が⾧い年月をかけ仕立て上げた

盆栽を、10席展示。

協力：盆栽愛好家有志
2023/5/13 2023/5/14

播磨の絶滅危惧種展 播磨地域を中心とした、植物園で系統

保存している絶滅危惧種を約100点展

示。

2023/5/20 2023/6/11

古典植物と山野草展 江戸時代に育種・改良され独自の発展

を遂げたと言われる古典植物を、約

50種100点展示。販売あり。

協力：姫路古典園芸同好会
2023/6/17 2023/6/25

夏のベゴニア展 夏に見頃を迎えるベゴニアを、約50

種150点展示。販売あり。期間最初の

2日間限定で、ベゴニアの苗を50名様

ずつ抽選でプレゼント。協力：姫路ベ

ゴニア同好会

2023/7/1 2023/7/9

食虫植物展 子どもたちに人気の食虫植物を、約

100点展示。販売あり。
2023/7/15 2023/8/27

市花さぎ草展 姫路市花「さぎ草」を、約200点展

示。販売あり。期間最初の2日間限定

で、サギソウの苗を100名様ずつ抽選

でプレゼント。協力：自然と盆栽同好

会

2023/8/11 2023/8/24

牧野富太郎ゆかりの植物展 2023年前期のNHK連続テレビ小説

「らんまん」のモデルでもある、植物

学者・牧野富太郎にゆかりのある植物

を約100点展示。
2023/9/9 2023/9/24

8月 9月

8月 9月

4月 5月 8月 9月7月

地区 展覧会名 内容 開幕日 閉幕日 4月

兵庫県博物館協会 2023年度 展覧会スケジュール 2023.3.22時点
5月 6月 7月 8月 9月

7月

〔公財〕圓山記念日本工藝美術
中播磨地区

姫路市書写の里・美術工芸館 6月 7月4月 5月

4月 5月

6月

中播磨地区

姫路市立手柄山温室植物園 6月

中播磨地区

姫路市立水族館



地区 展覧会名 内容 開幕日 閉幕日 4月 5月 6月 7月 8月 9月

國富奎三コレクション 近代フラ

ンス絵画 モネからマティスまで
近代フランス絵画の中で日本人にも人

気のあるコロー、クールベからモネや

ピサロなどの印象派の作品まで、國富

奎三氏より寄贈されたコレクションを

常時展示しています。

2023/4/1 2024/3/4

コレクションギャラリー「西洋美

術を中心に」
ベルギーをはじめ、19世紀から現代

までの海外の近現代美術を収集してい

ます。民族や文化を越える造形言語に

よるコミュニケーションの豊かな可能

性を紹介します。

2023/4/8 2023/6/25

開館40周年記念コレクション展 姫路市立美術館開館40周年を記念し

て、当館厳選の収蔵品を展示する特別

企画展です。
2023/4/15 2023/6/25

中谷芙二子 霧の彫刻 「オールひめじ・アーツ＆ライフ・プ

ロジェクト」事業のひとつ「庭園アー

トプロジェクト」。姫路城・美術館建

物・庭園が生み出す三位一体の景観そ

のものを「風景を聴く」をテーマに

「霧の彫刻」を前庭に展開します。

2023/5/1 2024/2/1

アーティスト・イン・レジデンス

チームラボ
「オールひめじ・アーツ＆ライフ・プ

ロジェクト」主要3事業の一つとし

て、「総合芸術の聖地」である書寫山

圓教寺を拠点として、令和5年度招聘

作家であるチームラボによる展覧会等

を開催します。

2023/5/1 2023/12/1

コレクションギャラリー「日本画

を中心に」
古来、日本の絵画は床の間にかけられ

たり、屏風のように生活の中で用いら

れるなど生活空間に溶け込んでいまし

た。コレクションの中から屏風、掛け

軸など伝統的な形態の日本画を紹介し

ます。

2023/7/1 2023/9/3

チームラボ展（仮） 「オールひめじ・アーツ＆ライフ・プ

ロジェクト」主要3事業の一つとして

開催する令和5年度招聘作家である

チームラボによる個展。

2023/7/15 2023/11/12

コレクションギャラリー「新収蔵

品を中心に」
令和4年度に当館で新規購入・受贈・

保管替えした新収蔵作品より、初公開

となる作品を中心に展観します。
2023/9/6 2023/11/12

特別展 「大正ロマンの籠児 竹

久夢二展」
大正ロマンを代表し一世を風靡した画

家・詩人竹久夢二の絵画やオリジナル

版画、出版・広告文化における功績な

どを紹介。

2023/4/15 2023/5/28

特別展 「ぞうのエルマー 絵本

原画展」
イギリスの作家デビット・マッキーに

よる世界的人気シリーズ「ぞうのエル

マー」の絵本原画を日本初公開。
2023/6/24 2023/9/3

8月 9月

4月 5月 8月 9月7月姫路市立美術館 6月
中播磨地区

姫路文学館 6月 7月
中播磨地区

4月 5月



地区 展覧会名 内容 開幕日 閉幕日 4月 5月 6月 7月 8月 9月

HISTORY OF MUSEUM 特別展「HISTORY OF MUSEUM ʷれ

きはくの“これまで”と“これから”ʷ」

では、れきはく40年の軌跡を当時の

資料や写真、これまで収集保管してき

たれきはくの館蔵品の数々を通してご

紹介します。

2023/4/8 2023/6/18

海洋堂と博物館―フィギュア・ジ

オラマ・日本文化―
日本を代表するフィギュアメーカーと

して知られる海洋堂。その作品を通し

て、「日本文化」そして「博物館」の

特質そのものを逆照射します。

2023/7/15 2023/9/3

ひょうご五国のやきもの 丹波焼や出石焼に代表される、ひょう

ご五国のやきものを、兵庫県立歴史博

物館のコレクションを中心に、窯跡の

発掘成果などもまじえて紹介します。
2023/9/23 2023/11/26

中播磨地区 「教科書展ʷ理科編ʷ」(仮称) 本展では、「理科」の教科書を取り上

げ、各時代の教科書を比較し特徴を紹

介します。また関連資料として、当館

蔵の明治時代の日食写真や町勢要覧に

みる福崎の気象データ、福崎の鉱物資

料も展示します。

2023/4/1 2023/5/1

中播磨地区 令和5年度春季企画展 松岡映丘画

稿展
松岡映丘の画稿のうち、令和4年度に

補修した作品を中心に展示します。 2023/4/8 2023/6/4

8月 9月

4月 5月 8月 9月

4月 5月 8月 9月
中播磨地区

兵庫県立歴史博物館 6月 7月

福崎町立神崎郡歴史民俗資料館 6月 7月

福崎町立柳田國男・松岡家記念館 6月 7月

4月 5月


